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「高倉びわ」が出荷ピーク 
露地びわ出荷目合わせ会を開催 

 

令和５年５月３１日、ＪＡ北九びわ部会は、岡垣町の吉木集荷場におい

て、露地びわの出荷目合わせ会を開催しました。 

びわ部会では、３月下旬から３名の生産者でハウスびわを出荷してき

ましたが、これから３３名の部会員が露地びわの出荷を開始し、「高倉び

わ」の出荷がピークを迎えます。 

岡垣町のびわは１００年以上前から生産され、県内一のびわ産地とな

っており、ＪＡ北九「高倉びわ」のブランドで広く知られています。 

目合わせ会では、露地びわの出荷が本格化する前に、びわ部会員が

パック詰めの規格や果実外観などの出荷基準について、選別された出

荷物を見ながらの確認を行いました。 

今年度産のびわは、１月下旬の寒波により、早生品種を中心に凍害被

害が発生しており、昨年よりも出荷量は減る見込みですが、その後の栽

培努力により、糖度が高く、食味の濃い果実に仕上がっています。 

今年度は福岡県内を中心に 11.3ｔを出荷する計画です。 

今後も、普及指導センターは、「高倉びわ」の高品質・安定生産および

産地の維持・発展のために関係機関と連携して支援を行っていきます。 
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部会長からの説明 各自で出荷基準を確認 
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